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【ダイジェスト】 

１ オープニング 約 50 秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

快適な暮らしに欠かせない電気器具。 

 

身近な電気器具もその使用方法を誤ったり、使用する環

境によっては、思いがけない火災を引き起こし、尊い命を

奪ってしまいます。 

 

この映像資料では、さまざまな電気器具からの発火状況

を実験で再現。 

 

電気設備機器などによる火災すなわち電気器具火災を

未然に防ぐために、日頃から心がけておくべきことをわか

りやすく解説いたします。 

メインタイトル IN 

 

 

 

2 電気火災再現 約 4分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

果たして電気器具からどのように出火するのか？ 

不適切な使用環境や使用方法の誤りにより発生するさ

まざまな電気器具火災を再現してみました。 

 

 

【電気ストーブ】 

電気器具火災の出火件数で最も多いのが電気ストーブ

です。 

 

就寝中、布団などの可燃物が電気ストーブに触れ出火

するなど、毎年、全国で発生しています。 

 

 

 

 

 

未然に防ごう！電気器具火災 

～身近に潜む火災危険～  
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こうした電気器具に発電所からの電気エネルギーを送

る役目を担うのが延長コードやコンセントです。これら

も、また、誤った使用方法や不適切な使用環境によっ

て、火災を引き起こします。 

 

 

【延長コード（半断線）】 

実験では延長コードの上に移動式パソコンラックのキャ

スターが載り、コードの被覆や中の電線を傷つけて半

断線し発火する状態を再現しました。 

 

ご覧のように不適切な使用環境によっては、延長コード

からも発火にいたるのです。 

 

 

 

 

【延長コード（蓄熱）】 

また、延長コードを束ねることで熱がたまり、被覆が溶

けて火災にいたる場合があります。 

 

 

 

実験開始後 8 分で延長コードの表面温度は 200℃にも

達します。 

 

延長コードは束ねると熱を持ち、それが原因で発火す

ることもあるのです。 

 

近年においても、全国で延長コードからの発火による火

災が発生し、多数の方が亡くなられています。 
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【再現 壁コンセントトラッキング】 

こちらは壁コンセント周りに埃が付着し、トラッキング現

象による発火を再現。ごみ箱の中のゴミ、カーテン、ハ

ンガーラックにかけた衣類へと次々と延焼していく状況

を再現しました。 

 

トラッキング現象そのものによる発火時間は一瞬です

が、状況によっては可燃物から可燃物へ延焼が連鎖し

し、ごらんのように大きな火災につながる原因となるの

です。 

 

 

このように家庭にある身近な電気器具も使用方法を誤

ったり、日頃の点検・清掃を怠ると火災を招きます。 

 

ひとたび火災になると、最初は小さな火でも周囲の可

燃物に燃え広がり、このように火災の規模は大きくなり

ます。 

 

3 電気器具火災を未然に防ぐには～エンディング 約 3分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【電気器具火災の特徴】 

電気器具は、裸火を使用せず、また燃料を貯めるタン

クを必要としませんので、比較的安全ということで、最

近では暖房器具だけでなく調理器具にも多く使われる

ようになっています。 

 

しかしながら、暖房器具や調理器具に（電気が）使わ

れるということは、実際には高い温度や熱エネルギー

を発生していますので、火災の危険がないということで

はありません。 

 

過去の火災事例や実験の例にみるように、熱を発生し

ている器具の部分だけでなく、コンセントや（電気）器具

のコードといった配線器具の部分も含めて、使い方を

誤ったり、不具合が生じたりすると、火災になる怖れが

あります。 
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電気は目に見えません。また、危険箇所の実態を掴み

にくいという特徴があります。電気器具を使用する際の

防火のポイントによく注意して、安全に使うように心が

けましょう。 

 

あらためて電気器具火災を防ぐポイントについてまとめて

みます。 

 

 

 

【延長コード/コンセント】 

差し込みプラグは、定期的な清掃を行い、コンセントと緩

みがないか点検。 

 

 

差し込みプラグを抜く際は、コード部分を持って引っ張ら

ないで、プラグ本体を持つ。 

 

 

 

コードを束ねたり、ねじれたままの状態で使用しない。 

使用していない電気器具の差し込みプラグは、コンセント

から抜いておく。 

 

 

 

 

 

 

 

このような普段のちょっとした心がけが、延長コードの半

断線やトラッキング現象の防止につながります。 
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また電気器具は、使用上の注意をよく守って使用すること

は大原則です。 

 

 

このように電気器具火災を防ぐポイントを正しく理解して、

電気器具の適切な使用をこころがけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気は私たちの日常生活において不可欠なエネルギー

として社会の隅々まで深く浸透しています。 

 

 

電気エネルギーを上手に賢く使用するためにも、そして電

気器具火災を防ぐためにも、電気器具の日々の点検や

正しい使用方法の推進をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

おわり 

 

 

 

 

 

 

 


